
はらんべぇ・れお

２学期が終了しました！

Wilis�Onyango�Ariyo（ウィリス）さん

 他の⽣徒たちよりも1時間早い朝3時に起床して
⾃習を⾏い成績を上げることができました。現在
の成績に満⾜しておらず、学年1位を取りたいと
意気込む様⼦も⾒られました。放課後には友だち
とサッカーをするなど学校⽣活も充実しているそ
うです。KESTESの⽀援にも深く感謝をしている
様⼦がうかがえました。

2023年10⽉発⾏ 第40号

 KESTESでは現在、5名の奨学⽣を⽀援しています。２学期の終了に伴い、奨
学⽣訪問を実施しました。その様⼦を報告します。

KESTES通信

出⾝地：Mbita（Homa-Bay�County）

学年：2年⽣

成績：A−

Mercy�Wanjiku�Theuri（マーシー）さん

 朝3時40分に起床して⾃習を⾏ったり、⾃由時
間も勉強に当てたりするなど成績の向上に向けて
努⼒していました。その結果、ほとんどの教科で
前回の成績を上回ることができました。先⽣や友
だちとの関係も良好だそうです。３学期以降も前
向きに頑張ろうという姿勢が伝わってきました。

出⾝地：Nyeri（Nyeri�County）

学年：2年⽣

成績：C＋

�右上：マーシーさん



Leah�Wambui�Chege（レア）さん

 毎朝授業前に4時半からの⾃主学習に励んでい
ます。成績の総合評価は前回と変わりませんでし
たが、前回より成績が上がっている教科もあり、
頑張っている様⼦が伺えました。この結果には本
⼈も満⾜していました。所属している化学クラブ
ではプラスチックの勉強やゴミ拾いなどの活動を
⾏っており、クラブの時間を1番の楽しみに⽣活
しているそうです。友だちや先⽣とも良い関係づ
くりができています。

出⾝地：Munyu（Nakuru�County）

学年：2年⽣

成績：B

Teresiah�Aluoch�Akinyi（テレシア）さん

 友だちと教え合いながら学習に取り組んでいる
そうです。苦⼿意識のある教科に対しても「次は
頑張りたい」と前向きに考えていました。先⽣や
友だちに恵まれ、放課後はディベートクラブに参
加するなど充実した学校⽣活が送れているとのこ
とです。KESTESに対しての感謝の気持ちの強さ
もうかがうことができました。

出⾝地：Munyu（Nakuru�County）

学年：1年⽣

成績：A−

Brian�Mbuvi�Mutinda（ブライアン）さん

 今年度から寮制の学校に通っており、昨年度ま
でのの登下校の3時間を勉強にあてられるように
なり学習時間が確保できるようになりました。こ
れからもより⼀層頑張りたいと意気込んでいまし
た。友だちとも良好な関係を築き、教えあうこと
もあるとのことです。来年度からはサッカークラ
ブへの参加を考えているそうです。

出⾝地：Kativini,Misewani（Kitui�County）

学年：2年⽣

成績：B＋

右：ブライアンさん

左から2番⽬：レアさん

上段左から2番⽬：テレシアさん



 2023年度1次隊、2023年度7次隊の隊員が7⽉に赴任してきました。
新規隊員へのKESTESの説明会とチャリティーイベントを実施した時の様⼦です。

新規隊員への説明会を実施しました！

 新規隊員に向けてKESTESの概要や活動⽬的、これまでの歩みなどを説明
しました。教育関係だけでなく、幅広い職種の新規隊員が説明会に参加し、
真剣に話を聞く様⼦が印象的でした。
 KESTESの説明会の終了後はチャリティーイベントとして協⼒隊員全員を
対象とし、希望者への⼿作りのカレーの提供が⾏われました。このイベント
での利益は全て奨学⽣の学費などの⽀援に使われます。

チャリティーイベントに向けて

カレーを仕込み中！



ふれあい祭りに参加しました！

 9⽉23⽇にナイロビ⽇本⼈学校で開催された⽇本⼈会主催のふれあい祭りに
KESTESとしてブースを出展し、広報活動を⾏ってきました。ブースでは、
KESTESについての紹介、Tシャツやキコイタオルなどのグッズの寄付やサポータ
ーの募集を⾏いました。
 普段交流する機会が少ないケニア在住の⽇本⼈の⽅々にKESTESを知っていただ
くとても貴重な機会となりました。KESTESの活動にご賛同いただいた⽅々からは
グッズ寄付やサポーター登録などを通してご⽀援をいただくことができました。頂
戴した寄付⾦は奨学⽣の就学に必要な学費やKESTESの活動に使⽤させていただき
ます。
�ご協⼒いただいた皆さまには⼼より御礼申し上げます。ありがとうございました。

KESTESのブースの様⼦

KESTES活動へのサポート、

ありがとうございます！



グローバルフェスタJapan2023出展と40周年記念パーティ開催の報告

 9⽉30⽇(⼟)、10⽉1⽇(⽇)に開催された、

グローバルフェスタに出展しました。昨年度

に続いて、有楽町駅前の東京国際フォーラム

での実施となりました。今年のグローバルフ

ェスタのテーマは「世界をつくる国際協⼒。

仲間は多い⽅がいい！」。テーマ通り、⽼

若男⼥多くの来場者が訪れ、会場は⼤いに

盛り上がっていました。ケニアやアフリカに

興味を持っている⼈が多く、KESTESのケニアでの奨学⾦事業について説明をする

と、熱⼼に聞いていただけました。KESTESブースでは、タケダミホさんのデザイ

ンによる創⽴40周年記念のTシャツが初お披露⽬となり、素敵なデザインが注⽬を

集めました。また、100円くじが⼤好評で、多くの⽅に参加いただくことができま

した。結果として、2⽇間で92,300円の⽀援をいただくことができました。

 9⽉30⽇(⼟)の夜には、浜松町のアフリカ

料理店「カラバッシュ」にて、KESTES40

周年記念パーティを開催しました。

 KESTES創⽴時のメンバーであった吉岡

邦⼦OV（1983年度3次隊）にご出席いた

だくとともに、肥後�博之OV（1982年度

3次隊）にオンラインでご参加いただき、

発⾜当時のKESTESの貴重なお話を伺いま

した。お⼆⼈のお話の中で印象的だったのは、KESTESの活動がこんなに何⼗年も

後まで続くとは思っていなかった、ということでした。ケニアの歴代隊員のがんば

りがあったのはもちろんのこと、⽇本窓⼝を設⽴して、ケニアと⽇本の両⽅から奨

学⽣を⽀えていく体制を作ってきたことが、息の⻑い活動になったのではないかと

いう意⾒には⼤いに納得しました。⼩規模な会ではありましたが、それぞれのメン

バーの思い出話から、40年前から現在までのケニアの変化を感じることのできる有

意義な会になったと思います。次は50周年で集まることを約束しあい、閉会となり

ました。ご参加いただいた皆さま、どうもありがとうございました。

KESTES⽇本窓⼝代表 加賀瀬 悠（2019年度3次隊・環境教育・キアンブ郡ティカ）

∼KESTES⽇本窓⼝からのお知らせ∼



KENYA�STUDENTS’EDUCATIONAL�SCHOLARSHIP

http://www.kestes.org/

https://www.facebook.com/jocvkestes

kesteskenya@gmail.com

編集・発⾏：KESTES�KENYA ⽂責：2022年度3次隊 宗岡佳菜絵

KESTES正会員 16名（2023年９⽉現在）
�2021年度1次隊   荒川未央 ⽊村勇太 申⽞祉 広瀬⽔流
�2021年度5次隊   伊治由貴  
�2021年度7次隊   岩森由希⼦ ⼤⾕和
�2022年度3次隊   池⼭久栄 ⼩松恵⾥奈 柵⼭祥⼦ 鈴⽊みのり 諏訪亙
�          �寺崎拓海 堀部聖⼈ 宗岡佳菜絵 ⼭本雅茂

KESTESは企業サポーターさまからもご⽀援いただいております。
ご⽀援ありがとうございます！

Environmental�Technology�African(ETA)様

http://eta.co.ke/

Magnolia�Mining様

http://magnoli-mining.com

アサンテの会様
http://www.instagram.com/asante_nairobi/�


